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所
は
京
の
都
の
北
辺
、
鞍
馬
山
の
麓
の
貴
船
神
社
。
自
分
を
棄
て
、
新
し
き
妻

を
娶
っ
た
夫
に
復
讐
す
べ
く
、
鬼
に
な
り
た
い
と
の
願
を
か
け
、
丑
の
刻
参
り
に

通
う
女
が
い
る
。「
鉄
輪
台
に
火
を
灯
し
、
赤
き
衣
を
着
て
、
怒
る
心
を
持
つ
な
ら

ば
鬼
と
な
れ
よ
う
」
と
の
神
の
お
告
げ
が
女
に
下
る
。

　
一
方
夢
見
の
悪
い
夫
は
、
高
名
な
陰
陽
師
・
安
倍
晴
明
に
祈
祷
を
頼
む
。
鬼
と

化
し
た
先
妻
は
、
晴
明
の
張
っ
た
結
界
を
破
れ
る
の
か…

  

男
女
の
仲
、
丑
の
刻
参

り
、
陰
陽
師
の
活
躍
な
ど
、
お
馴
染
み
の
演
目
で
す
。

能
『
鉄
輪
』
（
か
な
わ
）

　
大
酒
飲
み
の
荒
く
れ
者
・
悪
太
郎
は
、
今
日
も
酒
に
酔
っ
て
酔
い
潰
れ
る
。
困
っ

た
伯
父
は
、
寝
込
ん
だ
悪
太
郎
を
出
家
の
姿
に
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
通
り
か
か
っ

た
僧
侶
が
念
仏
を
唱
え
る
と…

    

憎
め
な
い
酔
っ
ぱ
ら
い
悪
太
郎
を
、
野
村
萬
斎

が
演
じ
ま
す
。

狂
言
『
悪
太
郎
』
（
あ
く
た
ろ
う
）

　
本
州
と
九
州
を
分
け
る
海
峡
・
早
鞆
の
瀬
戸
（
関
門
海
峡
）。
旅
の
僧
は
渡
し
舟

に
乗
り
九
州
へ
渡
ろ
う
と
す
る
。
源
平
合
戦
に
お
け
る
、
能
登
守
教
経
の
奮
戦
を

語
る
船
頭
の
話
し
を
聞
き
、
海
辺
で
一
晩
葬
い
を
す
る
僧
の
前
に
、
巨
大
な
御
座

船
が
浮
か
び
上
が
る
。
船
中
に
は
二
位
の
尼
、
幼
帝
・
安
徳
天
皇
、
中
納
言
平
知

盛
ら
の
幽
霊
が
お
り
、
壇
之
浦
合
戦
で
海
の
藻
屑
と
滅
び
去
っ
た
平
家
一
門
の
無

念
を
語
る
。

　
そ
し
て
平
家
の
最
期
を
見
届
け
た
知
盛
が
、
船
の
碇
を
身
体
に
巻
き
つ
け
入
水

し
て
果
て
る
場
面
を
勇
壮
に
再
現
し
て
み
せ
る
。
能
「
船
弁
慶
」
や
浄
瑠
璃
・
歌

舞
伎
の
「
義
経
千
本
桜
」
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
碇
潜
」
を
、
長
野
県
出
身

の
永
島
充
が
初
演
い
た
し
ま
す
。

能
『
碇
潜
』
（
い
か
り
か
づ
き
）

観世　喜之
かんぜ　　  よしゆき

永島　充
ながしま     みつる

観世　喜正
かんぜ   　  よしまさ

野村　萬斎
のむら   　  まんさい

あ

ら

す

じ

演  

者

子
方 （
安
徳
天
皇
）　
観
世
　
和
歌

ツ
レ （
大
納
言
局
）　
佐
久
間
二
郎

ツ
レ （
二 

位 

尼
）　
小
玉
　
三
郎


